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“こころ”人間らしい職業が AI 時代には向いている？ 

先月の羅針盤の続きです。 

先ず 2045 年問題とは、詳しい方や専門 

の方もいらしゃるとおもいますが、人 

口知能が 2045 年には人間の知能をこえ 

る、机に置いた PC が全世界が束になっ 

て立ち向かっても勝てない！といった 

いい方もありますが、そんな AI 時代に 

向いている人とはどんな人なんでしょ 

うか？ 

調べてみると↓こんな人がいいらしい 

① 感覚：感性豊か、独創的、平面的でなく立体的、固  

定観念に囚れない 

② 性格：大らかでプラス思考、思いやり、自分にも他  

人にも包容力がある 

③ 禁句：皆がやっている、前から〇〇だから、評価さ 

れたい、直ぐ怒る・褒める 

④ 発想：誰もやっていない、今までやっていない、非  

常識、直ぐ評価されないこと。 

⑤ 立場：スピード重視、身軽、企業・組織に強く寄り 

添わない 

この上の内容に適している職業は？  たくさんあり

ますね！ 

そう考えると本来のボーイスカウト活動は AI 新時代

にとても適している活動だと思ってしまうのは私だけ

でしょうか？ 

でも私も含め、大人達が固定観念に縛られてずに、新

しい時代を担う子供達の可能性を邪魔してしまわない

ように努めていかなくてはいけませんね！ 

ベンチャー隊はリーダーと協力して応援用の信号塔を作

成しました。早朝 6 時に集合して作成、8 時半のスタートに間

に合わせないといけないのですがもう慣れているので心配

はありませんでした。 

完成した信号塔に登って応援をおこないます。ビーバース

カウトはいつもより２時間早い集合で、最初はちょっと眠さと

寒さで元気がありませんでしたが、ランナー達が通過する時

には旗を振りながら大きな声で応援をしていました。 

カブスカウトやボーイスカウトも大型構築物に登り爽やか

な冬空の下がんばって応援しました。 

信号塔はその高さに加えて足元がスケルトンなので、最初

はボーイ隊のスカウトも怖がっていましたが、だんだん慣れ

てきた様子。一緒に登っていたカブスカウト達ともだんだん

と打ち解けていき、普段の集会では話さないような内容も

話すほどになりました。 

今回の活動ではボーイのスカウトたちの体力は有り余って

しまった様子でしたので次回以降はもう少しボーイ年代なら

ではの活躍を見せられるようにスカウトと一緒になって考え

ていくそうです。 

 

１１月２６日、昨年から始まった目黒シティーランが開催

されコース沿道の祐天寺駐車場では目黒１団が応援

パフォーマンスとして信号塔を設置し、その上で旗を

振りながら声援を送りました。 

 

 

大型構築物製作に携わって ＶＳ隊・成澤スカウト 

私はこの集会での信号塔の作成が初めてでした。ボー

イ隊 1 年目の夏キャンプ、昨年のシティランと先輩方が信

号塔を作成する姿を見てきました。 

見るたびに自分も作ってみたいと思っていたので、今回

の集会が楽しみで仕方かがありませんでした。しかし、やっ

てみると紐はなかなかきつく結ぶことができずやり直す

こともありました。 

でも、少しの緩みで立たなかったり危険な事故に繋がり

かねないと改めて考えさせられました。そして、8 時頃、無

事信号塔を完成させることができました。 

カブ隊・ボーイ隊の子たちも集合して信号塔に登ったと

ころで、マラソンがスタートしました。カブ隊の子たちは、小

さい旗を持って上から応援していました。その姿を見てと

ても嬉しく思いました。 

また、達成感と自分が普段見られない光景を見て笑っ

ているカブ隊のスカウト姿を見て、参加できたことをとて

も嬉しく思いました。 

でも、この笑顔は私一人では生み出すことができませ

んでした今回の信号塔を作成するにあたってお手伝いし

てくださった各隊のリーダーに感謝するとともに、 

今回得られたスキル・技術をこれからの活動に活かせる

ように努力していきます。 

また、私より下のスカウトが信号塔などを作る時に自分

が教わったことを伝えられるようにしたいです。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボーイ隊１１月のハイキングは「交通機関ラリー」ということで、

１１月１９日に東京の様々な名所を交通機関を利用して巡るという

ものでした。 

スカウトたちは「都営バス+都営地下鉄の 1 日乗車券」を、原山

副長は「東京メトロの 1 日乗車券」を利用し、佐藤隊長は車とそれ

ぞれ使用する交通機関を分け、各ＣＰ毎にレースを行いました。 

参加スカウトは５名で、ＣＰは東京タワー、東京都庁、東京ドー

ム 、東京スカイツリー、お台場フジテレビの順番で回りました。 

レースの結果はスカウト 1 勝・隊長 1 勝・原山副長 3 勝となり、

東京の観光名所を回るのに最適な交通機関は東京メトロという

ことが証明されました。 

スカウトたちは普段と違ったハイキングを楽しんでいる様子で

はありましたが、交通機関に 1 日乗りっぱなしで競争となるとや

はり疲れはたまっている様子でした。 

このような広範囲を 1 日で急いで移動することは今後そうそ

う無いでしょうが、それでも東京の交通網の広さ・密度の濃さを

実感する集会となりました。 

11 月５日（日）毎年恒例のカブプログラムとなった「パインウッドダービー」の大会に向けて、上目黒小学校をお借

りしてマイカー作成を行いました。 

カブ隊の隊集会の中でもこのプログラムはお父さんとスカウト一緒に取り組めるところが魅力で、四角い木のブ

ロックから加工、塗装、車輪付け、重さの調整まで真剣に楽しく行いました。 

電動のこぎりの使い方も昨年よりみんな上手になり、早さやデザインに向けてこだわりが年々増しているように

感じます。 

今回はビーバー隊もアンリミテッド部門の枠から参加すること 

となり、この日は合同隊集会としてカブ隊と一緒に作製しました。 

合同集会だったこともあり、ビーバーとカブ混合組にしました。 

普段はなかなかカブ隊のお兄さんお姉さん達と活動すること 

がないので、ビーバースカウトはカブ隊のこれまた独特な雰囲気 

に最初は緊張して普段とは違う様子だったのが印象的でした。 

また、慣れない作業ばかりでしたが、段々と車形になっていく 

のがとても楽しそうでした。 

カブスカウトたちもはじめてカー作成に取り組むビーバースカ 

ウトに自慢げにいろいろと教えていました。 

 

 

１１月２６日のシティーラン、マラソン応援の後、ＣＳ隊

はミニ版隊集会を行いました。 

 すっかり秋で祐天寺境内は紅葉が見ごろ。各組１台

ずつカメラを持ち、景色やスカウト同士の写真を撮り

次回の集会で写真コンテストを行います。 

高根副長は「秋っぽいポーズをお願いします！」とス

カウトに無茶振りをされて、それっぽくポージングし

たところ失笑されてしまいました、、、。（お題が難しい

よ） 
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１００km 感想 高根スカウト 

今回３回目の 100 キロハイクに挑戦しました。 

初めて出場したのは 18 歳の頃 67キロ地点で寒さにやら

れて無念のリタイア。２回目は昨年 54 キロで足の皮が剥

がれて再度無念のリタイア。 

そして、今回３度目結果は 18 時間 28 分で完歩。そして、

全体 31 位、女子枠６位のタイムで完歩することができま

した。 

100 キロハイクは完歩した人にしか辛さはわからんと

言われていますがまさにそう。いろんな辛さが待ち受け

ます。寒さ、眠さ、足の痛み、腰の痛み、ひざの痛みそし

て、ゴールが見えない長く険しい道のりの闇。でもそれを

乗り越えた先には、達成感と優越感となんともいえない

すっきりがあります。 

最後にいうと、リタイアした２回は決して無駄なもので

はなかったです。その経験が今回の準備で生きていたの

で・・・あとは、歩きはじめて 50 キロ以上は己に負けない。

とりあえず足を出す。無心。この繰り返しでゴールが見え

ます。 

是非皆さんもまずは 100キロに参加する。そして、完歩

してみてください。 

１００km 感想 飯島スカウト 

 今年も 100km ハイクに出場することになり、結果として

無事 4回連続での完歩を果たすことができました。昨年の

記録を 1時間半以上更新することもでき非常に光栄です。

今回も夜通しサポートしてくださった大滝ローバー隊長や

途中応援に駆けつけてくださった佐藤ボーイ隊長の力も

大きかったと感じています。改めて感謝申し上げます。 

 そして今回は何より、昨年に引き続きバディを組んだ高

根さんとともに完歩することができました。微力ではあり

ましたが完歩を達成するために協力できて嬉しく思いま

す。 

 100km ハイクは目黒 1 団の多くのリーダーがローバース

カウト時代に経験している伝統ある行事です。次回以降、

多くの後輩スカウトが出場し完歩することができるようサ

ポートさせていただきたいと考えております。 

 １１月１８日から１９日かけて、東京連盟ローバースカウト１００キロハイクがおこなわれました。当団からは、ＣＳ隊の飯島隊

長・高根副長の２名のローバースカウトが参加し、２人そろって好成績で完歩することが出来ました！ 

 飯島スカウトは４回目の参加で４回全て完歩しています。また、高根スカウトは３回目の挑戦で、過去２回は途中でリタイ

アしてしまったため今年は事前訓練等万全の準備で臨んでの完歩となりました！ 

 当団スカウトの成績は・・・・・・・・・・・ 飯島スカウト  18 時間００分 （総合２４位  男子１７位） 
高根スカウト  18 時間２８分 （総合３１位  女子６位） 

 ローバー１００km ハイクは今年で５１回目となる東京連盟の一大行事です。基本的なルールは｢１００km を２４時
間以内に歩く｣ことで、今回は東京連盟や他県連から約３５０名が出場し、八王子市のひよどり山キャンプ場を
スタート･ゴールとした多摩地区を 1 周するコースを歩きました。 
 

今年のコース                           

start ひよどり山キャンプ場(八王子) 

1cp 布多天神(調布) 

2cp 町田市陸上競技場(町田) 

3cp 芦花公園(世田谷) 

4cp 夏の雲公園(練馬) 

5cp 小平 1 団スカウトハウス(小平) 

6cp 立川印刷所(立川) 

goal ひよどり山キャンプ場 


